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読書の秋！ 本を読む習慣を身に付けよう！読書の秋！ 本を読む習慣を身に付けよう！

◎ 中国・唐代の文人である韓愈（かんゆ）が残した詩の中に、「燈火（とう

か）親しむべし」という一節があります。その意味は、「秋になると涼しさ

が気持ち良く感じられ、あかり（燈火）になじむようになる」。つまり、秋

は読書に一番適した季節であるということを表現したこの言葉が、読書の秋

の由来とされています。読書月間の今月、学校でも図書館を中心にいろいろ

な取組が実施され、子どもたちが読書の楽しさや大切さを知ることができる

よう活動が工夫されています。

読書は、国語力を構成している「考える力」「感じる力」「想像する力」「表

す力」「国語の知識等」のいずれにもかかわり、これらの力を育てる上で中

核となるものです。読書習慣を身に付けることは、国語力（学力）を向上さ

せるばかりでなく、一生の財産として生きる力にもなります。文学作品を読

むことに限らず、自然科学・社会科学関係の本や新聞・雑誌を読んだり、何

かを調べるために関係する本を読んだり、図鑑や辞書を紐解くことも重要な

読書活動です。また、読書は子どもの豊かな心を育むという面においても大

きな役割を果たしています。家庭で小さいうちから読み聞かせをしたり、ゆ

っくりと絵本を見たり、本を読む体験をすることがとても大切です。幼児期

からゲームやテレビなどのメディア浸けにされている子どもと、読み聞かせ

で育った子どもとでは、情操面での発達に大きな違いが出てきます。

スマホ等の電子機器が普及し、「活字離れ」「読書離れ」が叫ばれています

が、これからの時代を考えるとき、読書の重要性が増すことはあっても減る

ことはないと考えます。情報化社会の進展は、自分でものを考えずに断片的

な情報を受け取るだけの受け身の姿勢を子どもたちにもたらしやすいと思い

ます。これからの先行き不透明な時代、自分でものを考え、判断し、行動す

る必要があるからこそ、読書が一層必要になるのであり、「自ら本に手を伸

ばす子供を育てる」「読書習慣を身に付けさせる」ことが切実に求められて

います。

保護者の皆さま！子どもたちといっしょに読書（読み

聞かせ）をする時間をつくったり、いっしょに本屋さんや

図書館に出かけて、読書の楽しさと出逢うきっかけをつく

ってあげましょう。

前号でもお知らせしましたが、『読書活動優秀実践校』

として沖縄県教育長表彰を受賞することが決まった本校の

読書活動をますます充実させていきましょう。ご協力よろしくお願いします。

読書の秋に因んで職員に配布した校長メモを転載します！読書の秋に因んで職員に配布した校長メモを転載します！


